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,
,
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0
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、

.
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ト
、
部
て
刊
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以
卜
ω
人
<
卜
鯲
小
の
一
巻
。
内
村

"
岫
^
^
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^
ル
、
^
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^
島
^
q
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^
"
^
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^
^
小
、
ψ
^

九
も
の
て
編
抹
は
氾
外
勝
一
郎
。
的
島
斗
は
新
a

者
か
ら
り
え
ら
れ
六
.
貝
数
内
に
 
0
阿
し
心
礼
,
一

の
廿
才
 
0
大
γ
,
.
ぱ
ν
の
●
壯
 
9
"
川
教
餉
1
,

儲
 
0
小
Π
栢
二
↓
通
 
0
一
致
紳
介
励
教
会
介
り

鼎
に
つ
い
て
 
0
誠
十
需

を
社
史
史
料
編
親
釜
び
、
命
聖
蛋
す

る
た
め
の
伝
記
的
北
一
と
参
考
文
献
を
側
せ
て
収

め
九
。
わ
力
ι
貯
し
の
蚤
力
ら
は
豹
島
笈

に
内
村
、
柏
村
文
条
で
添
え
る
の
か
木
捗
光
と
い

う
て
あ
ろ
う
が
、
第
:
 
k
の
企
仙
て
は
、
広
く
、

、
水
卓
刀
に
わ
た
っ
て
n
坤
を
弧
り
、
肌
に
六
H
の

<
十
集
か
流
い
"
か
ら
区
く
汁
"
さ
れ
て
い
る
内

村
、
杣
村
の
力
巻
卞
に
す
る
の
は
汽
然
て
あ
ろ

う
残
念
六
が
ら
新
雫
"
仙
か
仏
く
大
衆
の
娘
に

触
れ
六
の
は
、
こ
の
九
び
が
始
め
て
と
い
て
ょ

以
父
川
新
島
襄
"
"
僧
a
 
も
<
,
ま
て
の

し爪
般
<
Π
H
"
ー
カ
に
内
下
沸
て
戰
m
駒
U
の
大
Ⅱ
"

稔
や
.
碁
録
も
人

0

僧
条
は
万
Π
Ⅷ
て
あ

六

矧
分
は
,
n
d
陶
泓
内
な
利
版
が
多
く
、
田
内
に
広

く
需
の
寳
格
に
欠
け
た
新
島
条
去
て
し

十
四
邱
、
広
く
川
に
刊
解
さ
れ
な
い
原
因
が
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
あ
っ
六
こ
と
を
深
く
反
竹
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
こ
の
た
び
の
備
仟
に
二
十
通
の
新
島
集

は
形
に
お
い
て
翻
て
貧
甥
て
あ
る
が
、
个
国
に

多
リ
に
流
和
の
ル
ー
ト
に
乘
っ
九
こ
と
に
琴
鶚
ガ

あ
る
。
こ
れ
に
ょ
り
始
め
て
誓
襄
張
し
た
或

ろ
^
ム
人
か
、
あ
ぶ
る
る
波
恐
と
深
い
人
Ⅲ
叫
に

感
銘
し
、
新
島
裏
の
手
紙
は
川
八
彩
を
放
っ
て
い
る

1
斥
川
し
九
と
き
く
。
た
だ
遺
憾
な
こ
と
は
、
木
集

県
え
た
大
内
山
梨
大
山
教
授
の
鱗
除
、
柚
村

モ
人
の
一
^
口
U
伽
に
L
L
、
オ
j
ン
卯
オ
仔
な
吐
角

に
述
せ
ず
、
解
一
剛
"
の
資
桜
を
欠
く
。
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岡
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男
著
「
教
育
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場
五
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」
東
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.
岩
波

小
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村
.
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、
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^
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^
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木
巾
.
は
北
祉
週
峻
刈
裂
桜
町
に
あ
る
北
蛋

譲
庭
学
校
の
創
寸
五
十
周
邱
を
●
念
し
て
〒
わ
さ

れ
六
著
者
は
例
校
校
¥
あ
り
、
創
立
老
留
岡

半
助
翁
d
倒
屶
に
あ
た
る
人
て
あ
る

北
恕
・
獣
庭
学
校
は
、
い
オ
ゆ
る
凱
h
少
圷
を

教
育
す
る
学
校
て
あ
る
。
創
゛
名
の
剛
岡
平
助
翁

に
つ
い
て
は
本
鷲
生
号
の
人
物
雫
と
り
あ
げ

て
い
る
が
、
岡
山
県
の
出
牙
て
山
志
社
柳
学
校
を

京
業
後
、
川
務
所
改
D
、
刑
余
h
齢
嘔
、
少
ル
一

化
ボ
業
欝
尽
力
し
、
Π
森
会
小
告
牙
け

と
も
い
え
る
人
人
正
:
邱
、
彼
は
北
霊
に
千

町
歩
の
野
森
保
し
て
象
庭
学
校
を
創
ぞ
、

「
能
く
働
き
、
能
く
食
い
、
能
く
眠
る
と
い
う
二

能
那
峩
」
を
共
木
と
し
て
、
井
h
少
年
の
教
竹
に

あ
た
っ
九
以
米
、
釈
和
九
年
に
死
去
す
る
ま
て

彼
は
そ
こ
を
キ
リ
ス
ト
愛
の
火
機
場
と
し
九
の

て
あ
る
。
二
の
後
、
阿
校
を
レ
X
え
て
き
北
人
々
に

は
牧
好
虎
次
<
'
打
'
凱
'
脚
氏
ら
.
"
汁
関
係

者
が
多
い
。

本
冉
の
第
一
章
「
創
配
」
は
、
幸
助
翁
か
藝
配

や
木
に
井
い
た
も
ω
を
引
m
 
六
か
ら
、
辺
助
翁
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の
ル
加
と
・
泳
庭
学
校
創
ν
の
井
氷
を
の
べ
、
鎗
'

「
復
興
」
は
、
薯
老
煮
祭
扣
町
し
て
か
ら

"
ーの

χ
心
談
、
Ⅲ
校
の
教
ガ
や
指
導
力
剣
を
い
"
い
九
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市
、
心
祉
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ち
の
惑
ι
文
お
よ
ひ
,
¥
業
十
六
ち

の
そ
の
後
の
ル
、
聖
瓢
発
桜
化
゛
,
か
収
め
ら
れ

て
い
る
。
第
:
翠
「
恕
」
は
、
製
の
内
葬
の

充
笑
と
裂
を
め
ぐ
る
陽
農
象
の
鴛
と
佳

の
水
準
を
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
希
劃
と

1
画
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
木
は
、
い
力
ゆ
る
佃
白
く
、
条
稔
読
め

る
本
て
は
な
い
。
だ
が
今
日
、
非
行
少
年
の
閻
題

が
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
お
り
、
伺
醗

才
の
歴
史
は
、
そ
う
し
九
こ
と
か
ら
に
関
心
を

も
つ
人
々
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
聖
」
投
げ
か
け
る

て
あ
ろ
う
。
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」
京
都
・
淡

交
新
社
、
 
A
5
判
一
.
0
八
頁
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写
↑
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挿
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り
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ハ
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'
"
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゛
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円

態
心
・
野
n
氏
の
舶
予
芸
L
、
,
一
,
、
.
儿
と
は
・
1
下

勿
中
」
指
し
、
:
ー
か
、
わ
^
つ
て
い
る
^
才
」
Ⅱ

引
を
叩
心
と
し
て
東
は
寺
Ⅲ
西
は
北
野
、
北
は
北

人
銘
南
は
<
,
出
川
の
叺
域
内
に
在
っ
て
樂
外
知
ら

れ
な
い
L
訟
汽
伊
で
乳
^
火
し
た
旨
.
^
例
^
W
」

よ
"
/
4
辺
f
上
え
虻
.
よ
斤
々
の
コ
乢
」

恥
代
千
琢
累
匠
小
最
も
茗
"
"
の
多
い
の
は
過
般

金
の
淡
々
戴
硫
て
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
釜

の
奥
義
に
関
す
る
も
の
が
人
部
分
て
、
随
笹
に
到

つ
て
は
淡
々
斎
氷
憾
の
令
弟
外
U
海
仙
氏
を
第
.

に
学
げ
ね
ば
な
る
ま
い
派
丁
て
は
な
い
が
、
淡

淡
と
述
べ
て
ゅ
く
盡
も
流
雫
、
し
ん
み
り
と

読
ま
せ
る
の
は
や
は
り
築
者
の
年
冴
原
み
て
あ

雑
山
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
か

新
聞
、

るら
六
十
八
篇
を
粘
述
し
て
い
る
。
同
寝
も
西
帥

振
出
し
九
か
ら
、
藝
千
・
一
永
刷
辺
は
祠
志
社
周
辺

に
も
通
じ
る
刷
L
心
礼
人
の
一
読
を
す
す
め
る
。
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^
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、
わ
く
日
^
^
ー
^
^
^
^
同
^
^
^
"
"
^

分
け
、
蔓
保
高
が
大
.
止
:
.
新
立
さ
れ
て
か

ら
鷲
だ
4
斑
の
径
を
九
ど
り
な
か
ら
村
会
へ
大

き
系
仕
の
織
を
f
し
五
十
"
を
迎
え
六

一
、1

"
"
は
そ
の
岡
凧
と
楽
判
を
併
"
に
し
る
し
●
,
も

の
仰
"
y
甫
Ⅷ
マ
キ
ー
長
W
'
M
噐
氏
と

も
刷
嘉
出
身
。
創
立
者
は
明
治
.
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八
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^
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^
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^
^
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^
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一
、
ブ
し

、
・
f
創
,
鵬
,
心
、
一
.
内
拶
兆
悦
,
列
・
し
て
川
ホ
叫
↓

1

川
L
心
村
4
Υ
校
に
父
鞭
を
る
刀
六
オ

ー
ー
、

ノ

ら
、
宗
婆
誘
嘔
蛉
染
」
例
き
、
狭
生
と
什
ハ
に
西
陣

地
燧
の
人
穩
'
什
す
る
う
ち
、
分
娩
後
問
も
な

い
址
親
の
丞
労
働
、
一
希
告
群
ル
、
而
W
誠

の
欠
除
、
~
饗
不
良
の
税
状
を
村
染
し
、
幼
児
保

介
に
併
せ
"
親
教
介
の
必
要
を
痛
感
し
九
。
こ
れ

が
保
台
嘔
備
股
の
儲
て
あ
る
。
大
正
え
画

雨
援
筏
と
結
獅
し
、
よ
き
恊
力
者
を
得
て

府
一
卜
覇
の
保
高
「
心
愛
保
高
」
を
削
い

九
。
創
行
は
五
卜
q
お
奬
の
Ⅱ
円
を
待
光
ず
Ⅲ

利
十
九
小
病
を
村
て
枇
を
広
っ
九
が
、
そ
の
牛
澁

は
柳
と
人
道
へ
の
ひ
九
む
き
条
仕
需
ち
、

表
的
岡
1
心
村
人
の
一
人
て
あ
る
。

ゑ
は
が
き
二
題

●
.
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中
井
汲
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(
本
剰
・
政
次
郎
、
校
攻
)
氏

作
、
わ
び
す
け
染
の
京
都
楊
に
関
す
る
も
の
を

絵
・
釜
に
倫
徒
し
た
も
の
て
、
五
枚
一
卸
一

0
0
円
を
局
。
馴
前
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ワ
ー
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ル
'
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断
の
「
わ

び
・
^
け
^
^
心
^
。

.
は
木
砧
の
カ
ッ
ト
に
,
も
皮
々
な
っ
て
い
る
稲

川
稔
υ
,
U
丸
・
力
名
力
1
山
ゑ
・
ず
ー
'
に
し
た
も
の

て
^
女
h
ル
ι
六
0
リ
。
^
ル
、
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^
は
,
y
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下
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一

小
{
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版
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、
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(
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、
核
次
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、

前
タ
ワ
ー
ビ
ル
'
特
.
ム
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兆
ー
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